
は

じ

め

に

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』（
以
下
、『
文
徳
実
録
』。）
は
全
十
巻
で
、
文
徳
天
皇

即
位
の
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
三
月
己
亥
か
ら
崩
御
の
天
安
二
年
（
八
五
八
）
八

月
乙
卯
ま
で
の
事
柄
を
記
し
、
人
物
の
没
し
た
日
に
は
個
人
の
伝
記
を
掲
載
す

る
。
伝
記
の
特
徴
に
つ
い
て
坂
本
太
郎
氏
は
温
い
目
で
人
間
を
見
ま
も
り
そ
れ
ぞ

（
�
）

れ
の
立
場
に
共
感
し
て
筆
を
走
ら
せ
て
い
る
と
し
、
松
崎
英
一
氏
は
薨
卒
者
の
美

（
�
）

点
に
目
を
向
け
欠
点
を
あ
げ
つ
ら
う
こ
と
が
少
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
伝
記

の
特
徴
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
伝
記
の
個
別
的
研
究
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な

い
状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
『
文
徳
実
録
』
掲
載
の
五
人
の
僧
侶
の
伝
記
（
以
下
、
卒

（
�
）

伝
。）
を
検
討
す
る
。
僧
侶
の
伝
記
を
取
り
上
げ
る
理
由
に
、
天
安
二
年
八
月
戊

戌
条
の
光
定
卒
伝
の
も
と
に
な
っ
た
寺
家
で
作
成
さ
れ
た
『
別
当
和
上
行
状
』

（
�
）

（
以
下
、『
行
状
』。）
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
私
は
『
行
状
』
の
内
容
を

考
察
す
る
こ
と
で
寺
家
で
の
伝
記
作
成
過
程
が
わ
か
り
、『
行
状
』
と
卒
伝
と
の

比
較
か
ら
国
史
所
で
の
編
纂
作
業
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

そ
れ
で
は
光
定
の
伝
記
を
中
心
に
『
文
徳
実
録
』
掲
載
の
僧
侶
の
卒
伝
を
考
察
す

る
。

一
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
過
程

卒
伝
な
ど
を
考
察
す
る
前
に
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
か
ら
み
て
お
く
。
序
に
よ

る
と
、
そ
の
編
纂
過
程
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
貞
観
十
三
年
（
八
七
一
）
…
…
清
和
天
皇
が
勅
を
下
し
、
右
大
臣
藤
原
基
経

ら
に
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
を
命
じ
る
。

②
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
…
…
陽
成
天
皇
が
勅
を
下
し
、
藤
原
基
経
等
に
編
纂

の
再
開
を
命
じ
る
。

③
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
十
一
月
十
三
日
…
…
『
文
徳
実
録
』
が
完
成
し
陽
成

天
皇
に
奉
進
さ
れ
る
。

以
上
の
編
纂
過
程
の
う
ち
①
の
編
纂
開
始
時
期
に
つ
い
て
諸
氏
の
見
解
が
わ
か

れ
て
お
り
、
諸
氏
の
見
解
を
ま
と
め
て
お
く
。
佐
伯
有
義
氏
は
、
次
の
二
点
を
根

（
�
）

拠
に
編
纂
開
始
時
期
を
貞
観
十
五
年
と
す
る
。
一
点
目
は
、
序
の
編
者
の
藤
原
基

経
ら
の
官
位
が
貞
観
十
三
年
時
点
の
も
の
と
一
致
し
な
い
点
で
あ
る
。
序
で
は
編

纂
開
始
時
の
藤
原
基
経
の
官
位
を
従
二
位
・
右
大
臣
と
す
る
が
、
貞
観
十
三
年
時

（
�
）

点
の
基
経
の
官
位
は
正
三
位
・
大
納
言
で
、
基
経
が
右
大
臣
に
任
ぜ
ら
れ
る
は
貞

『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
掲
載
の
僧
侶
の
伝
記
に
つ
い
て

佐

藤

健
太
郎
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観
十
四
年
八
月
二
十
五
日
、
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
の
は
同
十
五
年
正
月
七
日
で

（
�
）

あ
る
。
な
お
そ
の
他
の
編
者
の
官
位
・
名
に
も
貞
観
十
三
年
の
時
点
の
も
の
と
一

（
�
）

致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
二
点
目
は
、
序
の
「
拠
二

旧
史
氏
一

始
就
二

撰
修
一

、
三
四

年
来
、
編
録
疎
略
、
適
属
二

揖
譲
一

刀
筆
暫
休
」
を
佐
伯
氏
は
貞
観
十
八
年
（
八
七

六
）
の
清
和
天
皇
か
ら
陽
成
天
皇
へ
の
譲
位
に
よ
っ
て
編
集
が
暫
く
中
止
と
な
っ

た
と
解
し
、
貞
観
十
三
年
で
は
「
五
六
年
」
と
あ
る
べ
き
で
、
こ
こ
に
「
三
四

年
」
と
あ
る
の
は
貞
観
十
五
年
に
か
な
う
と
す
る
点
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
佐
伯
氏
は
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
開
始
時
期
を
貞
観
十
五
年
と
し
た
。

虎
尾
俊
哉
氏
は
佐
伯
氏
の
指
摘
を
支
持
し
、
貞
観
十
五
年
が
藤
原
基
経
が
摂
政

太
政
大
臣
と
い
う
最
高
位
者
と
し
て
初
め
て
正
月
を
迎
え
た
年
で
あ
る
こ
と
に
注

目
す
る
。
そ
の
上
で
虎
尾
氏
は
貞
観
十
五
年
の
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
開
始
を
、

基
経
が
祖
父
冬
嗣
・
養
父
良
房
に
倣
っ
て
そ
の
新
政
の
第
一
年
に
国
史
の
編
纂
を

（
�
）

発
起
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

坂
本
太
郎
氏
は
序
の
官
位
も
絶
対
な
も
の
と
は
い
え
ず
「
三
四
年
来
」
を
編
纂

下
命
か
ら
三
・
四
年
と
解
す
べ
き
も
の
か
ど
う
か
と
し
て
佐
伯
氏
の
指
摘
に
疑
問

を
呈
し
た
が
、
一
方
貞
観
十
三
・
十
四
年
の
朝
廷
内
は
多
事
で
あ
り
そ
の
よ
う
な

な
か
で
貞
観
十
三
年
に
国
史
編
纂
の
命
令
が
下
さ
れ
た
か
ど
う
か
疑
問
が
あ
る
と

（

）

し
た
。
編
者
に
中
納
言
藤
原
基
経
が
就
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
坂
本
氏
は
貞
観

十
三
年
に
藤
原
良
房
は
太
政
大
臣
で
い
た
が
高
齢
で
『
続
日
本
後
紀
』
の
編
纂
を

（

）

終
え
た
ば
か
り
で
再
び
撰
修
に
与
る
と
は
考
え
に
く
く
、
後
継
者
基
経
が
国
史
撰

修
主
宰
の
任
も
受
け
継
ぐ
こ
と
は
自
然
で
あ
る
と
す
る
。
以
上
の
こ
と
を
指
摘
し

た
上
で
、
坂
本
氏
は
「
私
は
十
五
年
だ
と
断
定
す
る
勇
気
は
な
い
。
た
だ
十
三
年

に
は
疑
点
が
あ
る
と
い
う
程
度
に
考
え
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

松
崎
英
一
氏
は
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
の
下
命
日
と
さ
れ
る
貞
観
十
五
年
正
月

七
日
は
叙
位
が
行
わ
れ
る
日
で
こ
の
日
に
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
が
命
ぜ
ら
れ
る

と
は
考
え
に
く
い
と
指
摘
す
る
。
松
崎
氏
は
『
文
徳
実
録
』・『
類
聚
国
史
』・『
菅

家
文
草
』
の
三
書
が
編
纂
の
開
始
を
「
貞
観
十
三
年
」
と
す
る
こ
と
は
無
視
で
き

（

）

な
い
と
し
て
、
貞
観
十
三
年
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
た
と
す
る
。

先
学
は
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
開
始
時
期
に
つ
い
て
貞
観
十
三
年
・
同
十
五
年

の
二
つ
の
意
見
を
出
し
て
い
る
。
私
は
坂
本
氏
の
佐
伯
氏
へ
の
疑
問
は
説
得
的
で

（

）

あ
る
と
思
う
し
、
松
崎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
三
書
が
編
纂
開
始
時
期
を
貞
観
十

三
年
と
し
て
い
る
こ
と
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。
し
た
が
っ

て
、
私
は
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
開
始
時
期
を
「
貞
観
十
三
年
」
と
し
稿
を
進
め

て
い
く
。

二

寺
家
で
の
伝
記
編
纂
│
『
別
当
和
上
行
状
』
の
編
纂
│

先
述
し
た
よ
う
に
光
定
卒
伝
に
は
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
『
行
状
』
が
現
存
す

（

）
る
。
本
章
で
は
、
ま
ず
『
行
状
』
か
ら
寺
家
で
の
伝
記
の
作
成
過
程
・
内
容
を
み

て
、
次
に
『
行
状
』
と
卒
伝
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
、
国
史
所
で
の
編
纂
作
業

（

）

（

）

を
み
た
い
と
思
う
。
そ
れ
で
は
、『
行
状
』
の
全
文
を
引
用
す
る
。

【
史
料
１
】『
別
当
和
上
行
状
』

（〈

〉
は
割
書
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。）

和
上
、
法
名
光
定
、
俗
姓
贄
氏
、
予
州
風
早
県
人
也
、
其
先
武
内
宿
祢
六
男

葛
木
襲
津
彦
之
後
焉
、
母
風
早
氏
、
夢
腹
中
生
二

白
蓮
華
一

、
仍
覚
二

体
重
一

、

（
十
）

此
及
二

廿
歳
一

、
母
告
二

示
児
一

、
先
瑞
如
レ

此
、
汝
必
出
家
歟
、
纔
登
二

弱

冠
一

、
遭
二

父
母
喪
一

、
服
訖
離
レ

俗
、
経
二

住
山
林
一

、
修
二

習
斎
戒
一

、
爰
僧
勤

覚
固
勧
二

入
都
一

、
仍
大
同
初
遠
尋
二

京
輦
一

、
乍
レ

到
訪
レ

師
、
未
レ

得
レ

遇
之
、

聞
二

有
人
言
一

、
叡
山
大
師
、
住
二

慈
悲
心
一

、
伝
二

止
観
宗
一

、
三
年
攀
陟
、
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寄
二

止
観
院
一

、
値
下

徒
衆
屈
二

義
真
和
上
一

為
二

座
主
一

、
自
抄
上
二

摩
訶
止
観
一

、

幸
以
二

聴
過
一
部
一

、
最
澄
大
師
縁
レ

此
召
慰
、
四
年
蒙
レ

教
、
奉
試
年
分
及
第

九
条
、
五
年
正
月
十
四
日
、
宮
中
斎
会
而
蒙
レ

剃
度
、
天
台
度
者
従
レ

此
為
二

濫
觴
一

、
弘
仁
三
年
四
月
十
一
日
、
就
二

東
大
寺
戒
壇
一

進
レ

具
、
時
生
年
卅
三

焉
、
奉
実
律
師
以
為
二

和
上
一

、
隷
二

名
興
福
寺
一

、
便
偶
二

大
安
寺
一

、
請
二

東

大
寺
深
律
師
一

講
二

四
分
鈔
一

、
随
レ

衆
聴
習
、
四
年
已
後
伏
二

膺
大
師
一

、
禀
二

承
宗
義
一

、
五
年
、
陪
二

随
大
師
一

往
二

於
興
福
一

、
与
二

義
延
師
一

論
二

本
宗

義
一

、
始
有
二

重
席
之
称
一

、
六
年
三
月
十
七
日
、
召
二

於
御
前
一

、
与
二

朝
散
大

夫
真
苑
宿
祢
雑
物
一

、〈
元
此
興
福
寺
僧
孝
成
也
、〉
対
二

論
円
旨
一

、
自
レ

斯

至
二

于
承
和
之
年
一

、
恒
蒙
二

召
対
一

、
宮
中
光
明
会
、
列
座
不
レ

可
レ

計
、
弘
仁

九
年
載
夏
初
亢
旱
、
有
二

宣
命
一

、
大
師
祈
二

甘
沢
一

、
師
入
二

衆
列
一

、
同
共
行

之
、
人
願
有
レ

感
、
天
雨
有
レ

感
、
天
雨
決
沱
、
朝
廷
降
レ

恩
、
叙
二

修
行
満

位
一

、
七
月
廿
七
日
、
大
師
定
二

山
家
十
六
院
司
一

、
任
二

戒
壇
院
知
事
及
宝
幢

院
別
当
一

、
十
年
仲
春
、
叙
二

伝
灯
満
位
一

、
季
春
、
大
師
有
下

建
二

大
乗
戒
壇
一

之
謀
上

、
造
二

廻
小
向
大
戒
四
条
一

、
差
レ

師
呈
二

覧
故
閑
院
左
大
臣
後
山
科
右

大
臣
良
岑
大
納
言
一

、
即
蒙
二

聞
奏
一

、
詔
仰
二

僧
統
一

定
二

事
有
無
一

、
終
奏
レ

無
レ

憑
、
仍
十
一
年
十
月
廿
七
日
、
奏
文
付
レ

師
、
賜
示
二

大
師
一

、
大
師
慨

歎
、
製
二

顕
戒
論
一

、
開
医
指
レ

月
故
、
其
表

、
沙
門
最
澄
言
、
去
月
廿
七

日
、
内
匠
頭
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
是
雄
奉
二

宣
口
勅
一

、
僧
統
表
対
、
令
レ

覧
二

最
澄
法
師
一

、
即
付
二

山
僧
光
定
一

、
給
レ

示
二

最
澄
一

、
天
雨
流
洽
、
枯
木
更

栄
、
謹
案
二

表
対
一

、
但
陳
二

小
家
詞
一

、
都
無
二

義
理
一

、
不
レ

愛
二

博
覧
一

、
二

三
寺
於
日
本
一

、
莫
レ

諮
二

新
制
一

、
遮
二

上
座
於
文
殊
一

、
今
円
宗
度
者
、
自
二

去
大
同
二
年
一

、
至
二

于
弘
仁
九
年
一

、
合
二
十
四
口
、
住
レ

山
者
不
レ

満
二

一

十
一

、
見
二

前
車
傾
一

、
将
レ

改
二

後
轍
一

、
謹
以
二

弘
仁
十
載
歳
次
己
亥
一

、
為
二

伝
円
戒
一

、
造
二

顕
戒
論
二
巻
一

、
謹
進
二

陛
下
一

〈
云
々
、〉
師
二

論
表
一

呈
二

内
匠
頭
一

、
頭
即
進
奉
、
十
三
年
六
月
四
日
、
大
師
遷
化
、
十
一
日
報
符
下
レ

省
、
許
二

伝
戒
事
一

、
十
四
年
二
月
廿
七
日
、
官
牒
給
レ

寺
、
同
年
四
月
十
四

日
、
師
於
二

当
寺
止
観
院
一

〈
今
呼
二

中
堂
一

是
也
、〉
創
以
二

座
主
義
真
和
上
一

為
二

伝
戒
師
一

、
率
レ

衆
倶
受
二

大
乗
之
戒
一

、
廻
直
凡
類
菩
薩
之
僧
、
従
レ

此
而

起
、
聖
主
降
レ

恩
、
御
二

書
戒
牒
一

給
レ

師
、
仰
為
二

永
代
之
験
一

、
近
鎮
二

延
暦

之
蔵
一

、
又
聖
主
聞
二

師
在
レ

山
乏
粒
一

、
賜
二

乞
食
袋
一

、〈
往
古
有
レ

之
、
物
様

可
レ

知
、〉
済
朝
中
急
、
天
長
二
年
、
越
中
守
従
五
位
上
登
美
真
人
藤
津
、

起
二

請
天
台
衆
僧
一

、
永
充
二

法
隆
天
王
両
寺
安
居
講
師
一

〈
其
由
具
載
二

報

符
一

、〉
即
蒙
二

勅
許
一

、
師
居
二

僧
首
一

、
初
充
二

天
王
寺
講
師
一

、
五
年
、
叙
二

伝
灯
法
師
位
一

、
十
年
昇
二

法
隆
寺
講
席
一

、
承
和
皇
帝
召
レ

師
、
恒
候
二

楼

内
一

、
仍
彼
二
年
補
二

十
禅
師
一

、
五
年
、
叙
二

伝
灯
大
法
師
位
一

、
又
改
二

興
福

寺
一

、
配
二

於
当
寺
一

、
復
有
二

上
宣
一

、
充
二

当
寺
伝
戒
和
上
一

、
十
年
、
本
元

興
寺
大
法
師
泰
善
、
勾
二

当
御
願
伝
法
之
事
一

、
毎
レ

寺
簡
二

智
徳
一

、
講
二

於
要

疏
一

、
師
被
二

衆
推
一

、
講
二

天
台
智
者
維
摩
経
疏
十
軸
一

、
嘉
祥
三
年
十
二
月

十
六
日
、
依
二

師
表
請
一

、
勅
加
二

止
観
業
年
分
度
者
二
人
一

、
円
教
再
興
、
龍

華
可
レ

期
矣
、
仁
寿
三
年
、
有
レ

勅
、
任
二

当
寺
僧
別
当
一

、
四
年
奉
レ

制
、
専
二

知
御
願
一

、
起
二

四
王
院
事
一

、
斉
衡
二
年
、
常
康
親
王
法
諱
唯
静
、
当
寺
受

戒
、
請
レ

師
以
為
二

和
上
一

、
又
聖
主
談
戯
之
次
、
抑
二

止
観
宗
一

、
揚
二

真
言

道
一

、
爰
師
瞋
レ

言
、
我
不
二

復
参
一

、
下
レ

階
帰
レ

山
、
上
試
徴
レ

還
、
更
怒
不
レ

廻
迪
、
聖
甚
愛
咲
、
天
安
二
年
七
月
、
上
聞
二

師
満
八
秋
一

、
恩
賞
殊
重
、
度

者
八
人
、
縑
八
十
疋
、
調
布
商
布
交
易
布
各
八
十
段
、
綿
八
十
屯
、
銭
八
百

貫
、
米
八
十
石
也
、
師
臥
中
悚
戴
、
割
以
上
分
修
レ

福
酬
レ

国
、
余
充
二

病

資
一

、
八
月
十
日
、
当
寺
八
部
院
坊
帰
寂
、
時
春
秋
八
十
、
法
﨟
卌
七
也
、
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其
後
樵
童
失
レ

処
、
上
更
降
レ

恩
、
抽
度
二

功
労
一
十
五
人
一

矣
、
師
候
二

先
聖

載
誕
一

、
加
持
年
朽
、
今
天
寿
昌
、
竭
レ

力
祗
護
、
事
同
二

先
帝
一

、
朝
野
具

知
、
為
レ

性
素
穬
、
不
レ

事
二

服
飾
一

、
志
篤
護
レ

道
、
不
二

親
疎
人
一

、
諸
如
レ

斯

事
多
在
二

顕
状
一

、
仍
不
レ

煩
レ

言
、
謹
状
、

貞
観
十
六
年
五
月
五
日

定
心
院
十
禅
師
伝
灯
大
法
師
位
円
豊
等
上

（
異
筆
）

「
件
故
別
当
和
尚
行
状
二
道
之
中
、
一
道
印
レ

之
加
二

別
状
一

進
二

別
当
所
一

、
一

道
為
二

後
事
一

留
二

寺
家
一

蔵
如
レ

件

貞
観
十
六
年
十
二
月
二
日

（
自
署
）

座
主
大
法
師
「
円
珍
」

都
維
僧

上
座
大
法
師

（
自
署
）

寺
主
法
師
「
慶
俊
」

」

『
行
状
』
の
内
容
を
み
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
編
纂
過
程
を
確
認
す
る
。
貞
観
十

六
年
（
八
七
四
）
に
光
定
の
弟
子
の
円
豊
ら
が
『
行
状
』
を
著
し
て
そ
れ
を
二
通

作
成
し
、
一
通
を
別
当
所
に
送
り
、
も
う
一
通
を
寺
家
の
蔵
に
納
め
た
。
こ
こ
で

留
意
さ
れ
る
の
が
、
光
定
入
滅
十
六
年
後
に
寺
家
で
『
行
状
』
が
作
成
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
、
入
滅
十
一
年
後
に
寺

家
で
作
成
さ
れ
た
円
珍
の
伝
記
と
そ
の
作
成
契
機
で
あ
る
。
円
珍
は
寛
平
三
年

（
八
九
一
）
十
月
二
十
九
日
に
入
滅
し
た
が
、
延
喜
二
年
（
九
〇
二
）
秋
に
僧
綱

が
寺
家
に
円
珍
の
伝
記
の
作
成
、
国
史
編
纂
機
関
で
あ
る
国
史
所
へ
の
提
出
を
命

（

）

じ
て
い
る
。
そ
れ
を
う
け
て
弟
子
の
台
然
ら
が
草
稿
を
作
成
し
、
さ
ら
に
三
善
清

行
が
そ
れ
を
撰
定
し
た
上
で
、
寺
家
は
円
珍
の
伝
記
を
国
史
所
に
提
出
し
て
い

る
。
僧
綱
が
寺
家
に
伝
記
の
作
成
を
命
じ
た
理
由
に
つ
い
て
、
薗
田
香
融
氏
は
国

史
所
で
進
め
ら
れ
て
い
た
『
日
本
三
代
実
録
』
に
次
ぐ
国
史
編
纂
と
の
関
わ
り
を

（

）

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
入
滅
十
六
年
後
の
貞
観
十
六
年
に
弟
子
の
円
豊
ら
が

光
定
の
伝
記
で
あ
る
『
行
状
』
を
作
成
し
た
の
も
、
貞
観
十
三
年
に
開
始
さ
れ
た

『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
事
業
と
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
行
状
』
作
成
の

契
機
を
そ
の
よ
う
に
み
た
場
合
、『
行
状
』
の
送
付
先
が
国
史
所
で
は
な
く
別
当

所
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

そ
れ
で
は
内
容
の
検
討
に
移
ろ
う
。『
行
状
』
は
、
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
の

誕
生
か
ら
天
安
二
年
（
八
五
八
）
の
入
滅
ま
で
の
光
定
に
関
す
る
事
柄
を
年
譜
形

式
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
㈠
誕
生
・
幼
少
期
㈡
師
最
澄
、
延

暦
寺
で
の
修
行
・
活
動
㈢
嵯
峨
天
皇
・
仁
明
天
皇
と
の
交
流
㈣
僧
位
の
叙
位
㈤
評

論
で
あ
る
。

円
豊
ら
が
以
上
の
内
容
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
史
料
を
用
い
た

の
だ
ろ
う
か
。
本
文
中
か
ら
は
、
①
太
政
官
符
・
牒
②
表
③
僧
位
記
・
戒
牒
な
ど

を
用
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。

①
の
太
政
官
符
・
牒
に
関
す
る
記
述
は
次
の
三
か
所
で
あ
る
。

ⓐ
（
弘
仁
十
三
年
六
月

筆
者
補
）
十
一
日
報
符
下
省
、
許
伝
戒
事

ⓑ
（
弘
仁
）
十
四
年
二
月
廿
七
日
官
牒
寺

ⓒ
天
長
二
年
越
中
守
従
五
位
上
登
美
真
人
藤
津
起
請
、
天
台
衆
僧
永
充
法
隆
天

王
両
寺
安
居
講
師
〈
其
由
具
載
二

報
符
一

、〉

ⓐ
の
「
符
」
は
弘
仁
十
三
年
六
月
十
一
日
太
政
官
符
の
こ
と
で
、
そ
の
内
容
は

（

）

最
澄
の
奏
上
に
し
た
が
っ
て
授
戒
を
許
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ⓑ
の
「
牒
」
は

（

）

弘
仁
十
四
年
二
月
二
十
七
日
に
延
暦
寺
に
送
ら
れ
た
太
政
官
牒
で
あ
る
。
ⓒ
の

「
符
」
は
天
長
二
年
二
月
八
日
太
政
官
符
の
こ
と
で
、
天
台
僧
を
法
隆
寺
・
四
天

（

）

王
寺
の
安
居
講
師
に
充
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ⓒ
の
天
長
二
年
二
月
八
日
太
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政
官
符
は
長
文
で
あ
り
、
そ
の
た
め
『
行
状
』
は
直
接
引
用
せ
ず
に
「
其
由
具

載
二

報
符
一

」
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
ⓐ
の
太
政
官

符
も
同
様
に
長
文
で
あ
り
省
略
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ⓐ
の
記
述
は
簡
潔
で

（

）

あ
り
太
政
官
符
で
は
な
く
他
書
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

②
の
「
表
」
の
記
述
は
一
か
所
あ
り
、「
嘉
祥
三
年
十
二
月
十
六
日
依
二

師
表
一

」

で
あ
る
。
こ
れ
は
止
観
業
の
年
分
度
者
を
二
人
と
す
る
こ
と
を
求
め
た
光
定
の
上

表
で
、
貞
観
十
一
年
（
八
六
九
）
二
月
一
日
太
政
官
符
に
「
二
人
依
二

同
年
十
二

（

）

月
十
六
日
符
一

所
レ

度
／
並
止
観
業
」（
／
は
改
行
を
示
す
。）
と
み
え
る
。
本
符
に
は

こ
れ
が
光
定
の
上
表
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
み
え
な
い
か
ら
、
寺
家
は
光

定
の
上
表
や
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
十
二
月
十
六
日
太
政
官
符
に
拠
っ
て
書
い
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
行
状
』
に
は
僧
位
に
叙
位
せ
ら
れ
た
こ
と
や
延
暦
寺
内
の
僧
職
に
補
任
さ
れ

た
こ
と
、
大
乗
戒
を
受
け
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
そ
れ
ぞ

れ
に
関
す
る
僧
位
記
・
戒
牒
な
ど
の
文
書
が
発
給
さ
れ
る
。
現
在
園
城
寺
に
は
円

（

）

珍
の
僧
位
記
な
ど
が
伝
存
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
光
定
の
そ
れ
ら
に
関
す
る

文
書
も
寺
家
で
保
管
さ
れ
て
い
て
『
行
状
』
作
成
時
に
は
参
照
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
が
、
そ
れ
ら
の
文
書
は
戒
牒
以
外
伝
存
し
て
い
な
い
。
戒
牒
は
弘
仁
十
四
年

（
八
二
三
）
四
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
天
台
宗
最
初
の
大
乗
戒
授
戒
時
に
光
定
に

発
給
さ
れ
た
も
の
で
、
光
定
の
戒
牒
は
と
く
に
嵯
峨
天
皇
が
書
い
た
も
の
で
あ
っ

た
。『
行
状
』
に
よ
る
と
戒
牒
は
「
延
暦
之
蔵
」
に
納
め
ら
れ
た
。
こ
れ
が
国
宝

（

）

の
「
嵯
峨
天
皇
宸
翰
光
定
戒
牒
」
で
あ
る
。

『
行
状
』
に
よ
る
と
、
嵯
峨
天
皇
は
光
定
に
戒
牒
と
と
も
に
乞
食
袋
を
贈
っ
て

い
る
。
乞
食
袋
と
は
托
鉢
の
際
に
布
施
物
を
入
れ
る
頭
陀
袋
の
こ
と
で
、『
明
匠

等
略
伝
』
に
は
「
給
二

乞
食
袋
一

、
此
人
始
之
、
山
上
稲
粒
乏
事
、
依
二

大
師
奏

（

）

状
一

、
皇
帝
令
二

下
給
一

、
光
定
乞
食
袋
書
付
給
云
々
」
と
あ
り
、
嵯
峨
天
皇
は
袋

に
「
光
定
乞
食
袋
」
と
書
き
付
け
て
贈
っ
た
と
い
う
。

な
お
『
行
状
』
に
は
光
定
の
誕
生
に
関
わ
る
異
夢
の
記
述
が
あ
る
が
、
こ
れ
が

何
れ
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
高
僧
の
伝
記
に
は
誕
生
に
関

（

）

わ
る
異
夢
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
例
え
ば
円
珍
の
伝
記
の

（

）

『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
に
も
円
珍
の
誕
生
時
の
異
夢
が
書
か
れ
て
お
り
、

光
定
の
誕
生
に
関
わ
る
異
夢
も
光
定
が
優
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に

寺
家
が
『
行
状
』
を
編
纂
す
る
際
に
作
っ
た
も
の
と
推
測
す
る
。

以
上
が
、
円
豊
ら
が
『
行
状
』
作
成
時
に
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
円
豊
ら
は
光
定
の
著
書
『
伝
述
一
心
戒
文
』
も
使
用
し
た

（

）

と
考
え
ら
れ
る
。『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
は
大
同
五
年
（
八
一
〇
）
の
光
定
の
年

分
試
験
及
第
・
得
度
か
ら
承
和
元
年
（
八
三
四
）
に
光
定
が
円
澄
を
天
台
座
主
に

推
薦
し
た
ま
で
の
事
柄
が
記
さ
れ
て
い
る
。
円
豊
ら
が
師
光
定
の
著
書
を
使
用
す

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
円
豊
ら
が
師
事
す
る
以
前
、
と
く
に
光
定

の
青
年
期
の
事
柄
を
記
す
上
で
は
最
も
信
頼
の
お
け
る
史
料
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
『
伝
述
一
心
戒
文
』
に
記
述
が
あ
り
な
が
ら
、
次
の
二
点
が
『
行
状
』

に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

（

）

㋐
弘
仁
三
・
四
年
…
…
空
海
よ
り
密
教
受
学
。

㋑
承
和
元
年
…
…
義
真
没
後
の
二
代
座
主
を
め
ぐ
る
天
台
教
団
の
混
乱
・
収

（

）
束
。

右
の
事
柄
の
う
ち
と
く
に
㋑
の
義
真
入
没
後
の
天
台
教
団
の
混
乱
を
収
束
さ
せ

て
二
代
座
主
に
円
澄
を
推
薦
し
た
光
定
の
働
き
は
大
き
く
『
行
状
』
に
光
定
の
活

躍
は
書
か
れ
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由

を
㋐
も
含
め
て
考
え
る
と
、
円
豊
ら
が
こ
れ
ら
の
内
容
を
天
台
宗
と
し
て
好
ま
し
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く
な
い
事
柄
と
判
断
し
て
記
さ
な
か
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

本
章
で
は
寺
家
で
作
成
さ
れ
た
光
定
の
伝
記
の
『
行
状
』
に
つ
い
て
み
て
き

た
。
そ
の
内
容
か
ら
『
行
状
』
は
寺
家
で
保
管
さ
れ
る
史
料
な
ど
を
用
い
て
書
か

れ
て
い
る
。
た
だ
し
史
料
が
あ
れ
ば
そ
の
内
容
を
伝
記
に
記
す
と
い
う
わ
け
で
は

な
く
、
そ
の
内
容
を
吟
味
し
た
上
で
記
述
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、

章
を
改
め
て
寺
家
で
作
成
さ
れ
た
伝
記
が
国
史
に
載
せ
ら
れ
る
際
に
は
ど
の
よ
う

な
作
業
が
行
わ
れ
た
か
を
検
討
す
る
。

三

寺
家
の
伝
記
と
国
史
の
伝
記

先
述
し
た
よ
う
に
光
定
の
卒
伝
は
『
行
状
』
を
も
と
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ

（

）

て
い
る
。
以
下
で
は
ま
ず
『
行
状
』
と
卒
伝
の
内
容
・
字
句
を
比
較
検
討
し
て
、

次
に
寺
家
で
作
成
さ
れ
た
伝
記
が
国
史
所
で
の
作
業
を
経
て
国
史
に
掲
載
さ
れ
る

伝
記
に
な
る
の
か
を
確
認
す
る
。【
表
】
は
、『
行
状
』
と
卒
伝
の
本
文
を
比
較
し

た
も
の
で
あ
る
。

【
表
】

ゴ
チ
ッ
ク
体
は
『
行
状
』
と
「
卒
伝
」
に
共
通
す
る
字
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

『
別
当
和
上
行
状
』（『
行
状
』）

『
文
徳
実
録
』天
安
二
年
八
月
戊
戌
条（
卒
伝
）

①
和
上
、
法
名
光
定
、
俗
姓
贄
氏
、
予
州
風
早

県
人
也
、
其
先
武
内
宿
祢
六
男
葛
木
襲
津
彦

之
後
焉
、
母
風
早
氏
、
夢
腹
中
生
白
蓮
華
、

仍
覚
体
重
、
此
及
十
歳
、
母
告
示
児
、
先
瑞

如
此
、
汝
必
出
家
歟
、
纔
登
弱
冠
、
遭
父
母

喪
、
服
訖
離
俗
、
経
住
山
林
、
修
習
斎
戒
、

光
定
、
俗
姓
贄
氏
、
伊
予
国
風
早
郡
人
也
、

及
至
弱
冠
、
遭
父
母
喪
、
服

離
俗
、
隱
居

山
林
、

②
爰
僧
勤
覚
固
勧
入
都
、
仍
大
同
初
遠
尋
京

輦
、
乍
到
訪
師
、
未
得
遇
之
、
聞
有
人
言
、

叡
山
大
師
、
住
慈
悲
心
、
伝
止
観
宗
、

大
同
初
向
京
輦
、
于
時
有
聞
、
叡
山
最
澄
大

師
、
心
持
慈
悲
、
伝
止
観
宗
、

③
三
年
攀
陟
、
寄
止
観
院
、
値
徒
衆
屈
義
真
和

上
為
座
主
、
自
抄
摩
訶
止
観
、
幸
以
聴
過
一

部
、
最
澄
大
師
縁
此
召
慰
、

三
年
攀
陟
、
住
止
観
院
、
値
徒
衆
屈
義
真
和

尚
以
為
座
主
、
令
講
摩
訶
止
観
、
幸
得
預

聴
、
最
澄
大
師
相
悲
慰
労

④
四
年
蒙
教
、
奉
試
年
分
及
第
九
条
、

⑤
五
年
正
月
十
四
日
宮
中
斎
会
、
而
蒙
剃
度
、

天
台
度
者
、
従
此
為
濫
觴
、

五
年
春
正
月
十
四
日
宮
中
斎
会
、
蒙
制
得

度
、
天
台
之
度
者
、
従
此
為
濫
觴
、

⑥
弘
仁
三
年
四
月
十
一
日
就
東
大
寺
戒
壇
進

具
、
時
生
年
卅
三
焉
、
奉
実
律
師
以
為
和

上
、
隷
名
興
福
寺
、
便
偶
大
安
寺
、
請
東
大

寺
深
律
師
講
四
分
鈔
、
随
衆
聴
習
、

弘
仁
三
年
夏
四
月
十
八
日
東
大
寺
戒
壇
受
持

具
足
戒
、

⑦
四
年
已
後
伏
膺
大
師
、
禀
承
宗
義
、

其
後
、
敬
問
大
師
、
学
習
宗
義
、

⑧
五
年
陪
随
大
師
往
於
興
福
、
与
義
延
師
論
本

宗
義
、
始
有
重
席
之
称
、

五
年
至
興
福
寺
、
与
義
延
法
師
共
論
本
宗

義
、
頗
有
優
美
之
称
、

⑨
六
年
三
月
十
七
日
、
召
於
御
前
、
与
朝
散
大

夫
真
苑
宿
祢
雑
物
〈
元
此
興
福
寺
僧
孝
成

也
、〉
対
論
円
旨
、
自
斯
至
于
承
和
之
年
、

恒
蒙
召
対
、
宮
中
光
明
会
、
列
座
不
可
計
、

帝
屡
令
光
定
、
与
散
位
従
五
位
下
真
苑
宿
祢

雑
物
、
対
論
経
義
、
彼
此
相
難
、
頗
致
俳

優
、
帝
時
以
為
戯
弄
之
事
、

⑩
弘
仁
九
年
載
夏
初
亢
旱
、
有
宣
命
、
大
師
祈

甘
沢
、
師
入
衆
例
、
同
共
行
之
、
人
願
有

感
、
天
雨
有
感
、
天
雨
決
沱
、
朝
廷
降
恩
、

叙
修
行
満
位
、

⑪
七
月
廿
七
日
大
師
定
山
家
十
六
院
司
、
任
戒

壇
院
知
事
及
宝
幢
院
別
当
、

⑫
十
年
仲
春
叙
伝
灯
満
位
、

― ９ ―



【
表
】
を
み
て
み
る
と
、
卒
伝
の
内
容
・
字
句
が
『
行
状
』
の
も
の
と
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
先
学
の
指
摘
の
通
り
卒
伝
は
『
行
状
』
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ

（

）

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
て
い
な
い
『
行

状
』
と
卒
伝
が
相
違
す
る
部
分
を
取
り
上
げ
て
考
え
た
い
。

ま
ず
『
行
状
』・
卒
伝
の
両
方
に
記
述
が
あ
る
が
、
一
部
相
違
す
る
も
の
に

「
日
付
」
が
あ
る
。
⑥
の
具
足
戒
を
受
け
た
日
に
つ
い
て
『
行
状
』
は
「
四
月
十

一
日
」
と
す
る
が
、
卒
伝
は
「
四
月
十
八
日
」
と
す
る
。
⑲
の
伝
灯
大
法
師
位
に

叙
さ
れ
た
日
に
つ
い
て
『
行
状
』
は
「
四
月
」
と
し
、
卒
伝
は
「
四
月
二
日
」
と

⑬
季
春
大
師
有
建
大
乗
戒
壇
院
之
謀
、
造
廻
小

向
大
戒
四
条
、
差
師
呈
覧
故
閑
院
左
大
臣
後

山
科
右
大
臣
良
岑
大
納
言
、
即
蒙
聞
奏
、
詔

仰
僧
統
定
事
有
無
、
終
奏
無
憑
、
仍
十
一
年

十
月
廿
七
日
奏
文
付
師
、
賜
示
大
師
、
大
師

慨
歎
、
製
顕
戒
論
、
開
医
指
月
故
其
表

、

沙
門
最
澄
言
、
去
月
廿
七
日
、
内
匠
頭
従
五

位
下
藤
原
朝
臣
是
雄
奉
宣
口
勅
、
僧
統
表

対
、
令
覧
最
澄
法
師
、
即
付
山
僧
光
定
、
給

示
最
澄
、
天
雨
流
洽
、
枯
木
更
栄
、
謹
案
表

対
但
陳
小
家
詞
、
都
無
義
理
、
不
愛
博
覧
、

三
寺
於
日
本
、
莫
諮
新
制
、
遮
上
座
於
文

殊
、
今
円
宗
度
者
、
自
去
大
同
二
年
、
至
于

弘
仁
九
年
合
二
十
四
口
、
住
山
者
不
満
一

十
、
見
前
車
傾
将
改
後
轍
、
謹
以
弘
仁
十
載

歳
次
己
亥
、
為
伝
円
戒
、
造
顕
戒
論
二
巻
、

謹
進
陛
下
〈
云
々
〉、
師

論
表
呈
内
匠
頭
、

頭
即
進
奉
、

最
澄
上
建
大
乗
戒
壇
之
奏
、
僧
綱
相
共
難

論
、
仍
付
光
定
返
却
、

⑭
十
三
年
六
月
四
日
大
師
遷
化
、
十
一
日
報
符

下
省
許
伝
戒
事
、
十
四
年
二
月
廿
七
日
官
牒

給
寺
、
同
年
四
月
十
四
日
、
師
於
当
寺
止
観

院
〈
今
呼
中
堂
是
也
、〉
創
以
座
主
義
真
和

上
為
伝
戒
師
、
率
衆
倶
受
大
乗
之
戒
、
廻
直

凡
類
菩
薩
之
僧
、
従
此
而
起
、
聖
主
降
恩
、

御
書
戒
牒
給
師
、
仰
為
永
代
之
験
、
近
鎮
延

暦
之
蔵
、
又
聖
主
聞
師
在
山
乏
粒
、
賜
乞
食

袋
〈
往
古
有
之
、
物
様
可
知
、〉
済
朝
中
急
、

十
三
年
六
月
四
日
最
澄
卒
、
後
殊
被
許
伝

戒
、
此
光
定
内
供
奉
之
力
也
、
帝
聞
光
定
在

山
、
資
用
絶
乏
、
別
賜
乞
食
袋
、
済
山
中
之

急
、

⑮
天
長
二
年
越
中
守
従
五
位
上
登
美
真
人
藤

津
、
起
請
天
台
衆
僧
、
永
充
法
隆
天
王
両
寺

安
居
講
師
〈
其
由
具
載
報
符
、〉
即
蒙
勅
許
、

師
居
僧
首
、
初
充
天
王
寺
講
師
、

⑯
五
年
叙
伝
灯
法
師
位
、

⑰
十
年
昇
法
隆
寺
講
席
、

⑱
承
和
皇
帝
召
師
、
恒
候
楼
内
、
仍
彼
二
年
補

十
禅
師
、

⑲
五
年
叙
伝
灯
大
法
師
位
、
又
改
興
福
寺
、
配

於
当
寺
、
復
有
上
宣
、
充
当
寺
伝
戒
和
上
、
承
和
五
年
四
月
二
日
叙
伝
灯
大
法
師
位
、

⑳
十
年
本
元
興
寺
大
法
師
泰
善
、
勾
当
御
願
伝

法
之
事
、
毎
寺
簡
智
徳
、
講
於
要
疏
、
師
被

衆
推
、
講
天
台
智
者
維
摩
経
疏
十
軸
、

㉑
嘉
祥
三
年
十
二
月
十
六
日
依
師
表
請
、
勅
加

止
観
業
年
分
度
者
二
人
、
円
教
再
興
、
龍
華

可
期
矣
、

㉒
仁
寿
三
年
有
勅
、
任
当
寺
僧
別
当
、

㉓
四
年
奉
制
、
専
知
御
願
、
起
四
王
院
事
、

四
年
奉
制
、
起
四
王
院

㉔
斉
衡
二
年
、
常
康
親
王
法
諱
唯
静
、
当
寺
受

戒
、
請
師
以
為
和
上
、

㉕
又
聖
主
談
戯
之
次
、
抑
止
観
宗
、
揚
真
言

道
、
爰
師
瞋
言
、
我
不
復
参
、
下
階
帰
山
、

上
試
徴
還
、
更
怒
不
廻
迪
、
聖
甚
愛
咲
、

㉖
天
安
二
年
七
月
上
聞
師
満
八
秋
、
恩
賞
殊

重
、
度
者
八
人
、
縑
八
十
疋
、
調
布
商
布
交

易
布
各
八
十
段
、
綿
八
十
屯
、
銭
八
百
貫
、

米
八
十
石
也
、
師
臥
中
悚
戴
、
割
以
上
分
修

福
酬
国
、
余
充
病
資
、
八
月
十
日
、
当
寺
八

部
院
坊
帰
寂
、
時
春
秋
八
十
、
法
﨟
卌
七

也
、

天
安
二
年
秋
七
月
帝
聞
年
満
八
十
、
恩
賞
殊

異
、
施
度
者
八
人
、
縑
八
十
疋
、
調
布
商
布

交
易
布
各
八
十
段
、
綿
八
十
斤
、
銭
八
万

貫
、
米
八
十
石
、
病
卒
、
時
年
八
十
、
臈
卌

七
、

㉗
其
後
樵
童
失
処
、
上
更
降
恩
、
抽
度
功
労
一

十
五
人
矣
、
師
候
先
聖
載
誕
、
加
持
年
朽
、

今
天
寿
昌
、
竭
力
祗
候
、
事
同
先
帝
、
朝
野

具
知
、

㉘
為
性
素
穬
、
不
事
服
飾
、
志
篤
護
道
、
不
親

疎
人
、

光
定
為
人
質
直
、
不
事
服
飾
、
帝
悦
其
質

素
、
殊
加
憐
遇

― １０ ―



す
る
。
こ
れ
ら
点
に
つ
い
て
は
国
史
所
が
朝
廷
で
保
管
さ
れ
て
い
た
史
料
に
基
づ

い
て
訂
正
・
追
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
『
行
状
』
に
は
記
述
が
あ
る
が
「
卒
伝
」
に
記
述
の
な
い
も
の
と
し
て
、

以
下
の
も
の
が
あ
る
。

ⓐ
叙
位
・
補
任（
延
暦
寺
関
係
も
含
む
）…
…
④
・
⑩
〜
⑫
・
⑮
〜
⑳
・
㉒
・
㉔

ⓑ
天
皇
関
係
…
…
…
⑱
・
㉕
・
㉗

ⓒ
そ
の
他
…
…
…
…
①

こ
の
こ
と
か
ら
み
て
、『
行
状
』
に
書
か
れ
て
い
る
記
事
の
全
て
が
卒
伝
に
掲

載
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
国
史
所
で
記
事
の
内
容
の
選
別
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
卒
伝
で
は
『
行
状
』
の
ⓐ
の
僧
位
・
延
暦
寺
内
の
僧
職

な
ど
の
記
事
の
大
半
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
光
定
と
天
皇
の
個
人
的
関
係
を

示
す
ⓑ
の
⑱
・
㉕
・
㉗
の
『
行
状
』
の
記
事
は
卒
伝
に
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

⑨
・
㉘
の
卒
伝
に
は
『
行
状
』
に
な
い
天
皇
に
関
す
る
記
述
が
加
筆
さ
れ
て
い

る
。
光
定
と
真
苑
雑
物
と
の
宗
義
を
巡
る
対
論
の
⑨
で
は
、
卒
伝
に
『
行
状
』
に

は
な
い
嵯
峨
天
皇
の
様
子
が
書
き
加
え
ら
れ
、
光
定
の
為
人
を
述
べ
る
㉘
の
卒
伝

に
は
帝
が
光
定
の
質
素
を
悦
び
憐
遇
を
加
え
た
と
の
記
述
を
書
き
加
え
て
い
る
。

卒
伝
に
み
え
る
天
皇
と
個
人
と
の
つ
な
が
り
を
示
す
記
述
が
寺
家
だ
け
で
は
な
く

国
史
所
で
も
記
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
は
留
意
さ
れ
る
。

ⓒ
の
①
の
異
夢
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
国
史
所
は
こ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
。

次
章
で
み
る
延
祥
・
実
敏
の
卒
伝
に
は
異
夢
の
こ
と
を
載
せ
て
い
る
か
ら
、『
文

徳
実
録
』
に
異
夢
を
掲
載
し
な
い
と
の
編
纂
方
針
が
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
異
夢

を
載
せ
な
か
っ
た
の
は
光
定
卒
伝
を
編
集
し
た
者
の
判
断
に
よ
る
可
能
性
が
高

い
。
大
乗
戒
授
戒
の
⑭
で
は
、『
行
状
』
に
嵯
峨
天
皇
宸
筆
の
戒
牒
・
乞
食
袋
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
国
史
所
は
『
行
状
』
の
戒
牒
の
記
述
を
削
り
乞
食
袋

の
こ
と
の
み
を
載
せ
た
上
で
、
大
乗
戒
壇
設
立
が
光
定
の
尽
力
に
よ
る
と
の
記
述

を
加
筆
す
る
。
た
だ
『
伝
述
一
心
戒
文
』・『
行
状
』
を
み
る
と
、
光
定
や
寺
家
は

乞
食
袋
よ
り
も
嵯
峨
天
皇
宸
筆
の
戒
牒
を
賜
っ
た
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
よ

（

）

う
で
、
光
定
卒
伝
を
編
集
し
た
者
は
そ
の
意
を
く
み
と
る
こ
と
が
で
き
ず
戒
牒
に

関
す
る
記
述
を
削
除
し
た
こ
と
か
ら
あ
ま
り
仏
教
に
通
じ
た
者
で
は
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。

以
上
、『
行
状
』
と
光
定
卒
伝
と
の
比
較
検
討
を
通
し
て
国
史
所
で
の
編
纂
作

業
を
確
認
し
た
。
国
史
所
で
の
作
業
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
国
史
所
で

は
寺
家
で
作
成
さ
れ
た
伝
記
の
内
容
を
精
査
し
、
記
事
の
選
別
を
行
う
。
経
歴
な

ど
の
日
付
は
朝
廷
で
保
管
さ
れ
る
史
料
で
対
照
し
、
誤
っ
て
い
た
り
欠
い
て
い
た

り
す
る
場
合
は
訂
正
・
追
記
を
行
う
。
加
筆
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
大
幅
な
加
筆

は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
僧
侶
の
卒
伝
の
編
集
者
が
必
ず
し
も

仏
教
に
通
じ
た
人
で
は
な
い
可
能
性
が
あ
り
、
僧
侶
の
卒
伝
の
内
容
を
用
い
る
場

合
に
は
注
意
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
。

四
『
文
徳
実
録
』
掲
載
の
僧
侶
の
伝
記

本
章
で
は
光
定
以
外
の
僧
侶
の
卒
伝
を
引
用
し
、
個
々
の
伝
記
の
形
式
・
表
記

な
ど
を
み
て
い
く
。

①
道
雄
（
華
厳
宗
・
海
印
寺
）
…
…
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
六
月
己
酉
（
八
日
）

権
少
僧
都
伝
灯
大
法
師
位
道
雄
卒
、
道
雄
、
俗
姓
佐
伯
氏
、
少
而
敏
悟
、
智

慮
過
レ

人
、
師
二

事
和
尚
慈
勝
一

、
受
二

唯
識
論
一

、
後
従
二

和
尚
長
歳
一

、
学
二

華

厳
及
因
明
一

、
亦
従
二

闍
梨
空
海
一

、
受
二

真
言
教
一

、
承
和
十
四
年
拝
二

律

師
一

、
嘉
祥
三
年
転
為
二

権
少
僧
都
一

、
会
レ

病
卒
、
初
道
雄
有
レ

意
二

造
寺
一

、
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未
レ

得
二

其
地
一

、
夢
見
二

山
城
国
乙
訓
郡
木
上
山
形
勝
称
一レ

情
、
即
尋
二

所
レ

夢

山
一

、
奏
上
営
造
、
公
家
頗
助
二

工
匠
之
費
一

、
有
二

一
十
院
一

、
名
二

海
印

寺
一

、
伝
二

華
厳
教
一

、
置
二

年
分
度
者
二
人
一

、
至
レ

今
不
レ

絶
、

道
雄
は
は
じ
め
法
相
宗
の
慈
勝
に
、
次
に
華
厳
宗
の
長
歳
に
、
そ
し
て
真
言
宗

（

）

の
空
海
に
つ
い
て
唯
識
・
華
厳
・
因
明
・
真
言
を
学
ん
だ
。
卒
伝
は
承
和
十
四
年

（
八
四
七
）
の
律
師
・
嘉
祥
三
年
（
八
五
〇
）
の
権
少
僧
都
補
任
、
仁
寿
元
年

（
八
五
一
）
六
月
の
入
滅
の
後
に
没
年
齢
の
記
述
が
な
く
そ
の
あ
と
に
嘉
祥
四
年

（

）

（
八
五
一
）
三
月
の
年
分
度
者
の
設
置
の
こ
と
を
記
す
。
以
上
の
事
柄
を
時
系
列

に
並
べ
る
と
、
律
師
・
権
少
僧
都
の
補
任
↓
年
分
度
者
の
設
置
↓
入
滅
（
・
没
年

齢
）
の
順
に
な
り
、
入
滅
と
年
分
度
者
の
設
置
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。

改
め
て
卒
伝
の
末
尾
を
み
る
と
「
至
レ

今
不
レ

絶
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
国
史
所
で
の

加
筆
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
没
年
齢
の
記
述
が
な
い
の
は
、
国
史
所
で

の
編
集
で
記
事
の
移
動
を
行
い
、
そ
の
際
に
没
年
齢
を
誤
っ
て
落
と
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。
な
お
卒
伝
の
内
容
は
、
出
自
・
師
弟
関
係
・
経
歴
・
事
績
で
あ
る
。

②
延
祥
（
法
相
宗
・
元
興
寺
）
…
…
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
九
月
丙
申
（
九
日
）

僧
正
延
祥
大
法
師
卒
、
延
祥
、
俗
姓
槻
本
氏
、
近
江
国
野
洲
郡
人
也
、
数
歳

辞
レ

家
、
師
二

事
僧
正
護
命
一

、
護
命
察
二

其
敏
慧
一

、
加
レ

意
教
誘
、
延
暦
七
年

受
二

具
足
戒
一

、
其
年
、
護
命
於
二

春
日
寺
一

、
講
二

涅
槃
経
一

、
延
祥
預
聴
焉
、

時
護
命
問
二

延
祥
一

曰
、
汝
有
レ

夢
乎
、
答
曰
、
有
レ

之
、
護
命
曰
、
為
レ

我
言
レ

之
、
延
祥
曰
、
夢
臥
二

七
重
塔
上
一

、

時
三
日
並
出
、
光
照
二

身
上
一

、
護
命

曰
、
吉
不
レ

可
レ

言
、
愼
勿
レ

語
レ

人
、
天
長
七
年
春
、
於
二

大
極
殿
一

、
説
二

最

勝
王
経
一

、
諸
宗
智
者
論
難
鋒
起
、
延
祥
敏
対
不
レ

滞
、
聴
者
莫
レ

不
二

歎

服
一

、
稍
転
、
仁
寿
元
年
拝
二

僧
正
一

、
病
卒
、
春
秋
八
十
五
、
夏
臈
六
十
八
、

延
祥
は
近
江
国
野
洲
郡
の
槻
本
氏
の
出
身
で
、
元
興
寺
の
護
命
に
師
事
し
延
暦

七
年
（
七
八
八
）
に
具
足
戒
を
う
け
た
。
ま
た
護
命
が
延
祥
に
異
夢
を
見
た
か
否

か
を
尋
ね
た
際
延
祥
が
見
た
こ
と
を
伝
え
る
と
、
護
命
は
他
言
し
な
い
よ
う
に
伝

え
た
と
い
う
。
そ
の
後
延
祥
は
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
春
に
大
極
殿
で
最
勝
王
経

を
講
説
し
た
。『
僧
綱
補
任
』
天
長
七
年
条
に
は
延
祥
が
御
斎
会
講
師
を
務
め
た

と
あ
る
。
仁
寿
元
年
に
は
延
祥
は
僧
正
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

卒
伝
に
は
経
歴
と
し
て
仁
寿
元
年
の
僧
正
補
任
が
み
え
る
が
、
そ
の
他
の
史
料

か
ら
延
祥
は
そ
れ
以
前
に
承
和
三
年
（
八
三
六
）
に
権
律
師
、
承
和
七
年
（
八
四

〇
）
に
律
師
、
同
十
年
（
八
四
三
）
に
少
僧
都
、
嘉
祥
元
年
（
八
四
八
）
に
は
大

（

）

僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
僧
官
歴
が
卒
伝
に
記
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
天
長
七
年
（
八
三
〇
）
の
御

斎
会
と
仁
寿
元
年
（
八
五
一
）
の
僧
正
補
任
の
記
述
と
の
間
に
あ
る
「
稍
転
」
で

あ
る
。
卒
伝
に
み
え
な
い
僧
官
歴
は
こ
の
期
間
に
収
ま
る
こ
と
か
ら
「
稍
転
」
の

語
句
で
そ
れ
ら
を
省
略
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
寺
家
で
作
成
さ
れ

た
伝
記
に
は
上
記
の
経
歴
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
国
史
所
で
の
編
集
作
業
に
よ
っ

て
省
略
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
卒
伝
の
内
容
は
出
自
・
受
戒
年
・
師
弟
関
係
・

異
夢
・
経
歴
・
没
年
齢
で
あ
る
。

③
長
訓
（
元
興
寺
・
法
相
宗
）…
…
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
九
月
己
巳
（
二
十
三
日
）

僧
正
長
訓
大
法
師
卒
、
長
訓
、
俗
姓
錦
氏
、
近
江
国
滋
賀
郡
人
也
、
師
二

事

少
僧
都
玄
憐
一

、
延
暦
年
中
受
二

具
足
戒
一

、
後
於
二

大
極
殿
一

、
説
二

最
勝
王

経
一

、
応
レ

問
而
答
、
能
発
二

疑
薈
一

、
稍
転
、
仁
寿
三
年
為
二

僧
正
一

、
卒
時
年

八
十
二
、
長
訓
自
レ

少
至
レ

長
、
固
二

持
毘
尼
一

、
推
レ

己
及
レ

物
、
博
愛
為
レ

先
、

白
黒
至
レ

今
、
称
二

其
慈
悲
一

、

長
訓
は
近
江
国
滋
賀
郡
の
錦
氏
の
出
身
で
、
延
暦
年
中
に
具
足
戒
を
受
け
る
。

長
訓
は
御
斎
会
で
の
弁
説
が
讃
え
ら
れ
た
と
い
う
が
、
卒
伝
は
そ
の
時
期
を
明
記
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し
て
い
な
い
。『
僧
綱
補
任
』
に
よ
る
と
天
長
九
年
（
八
三
二
）
に
御
斎
会
講
師

を
務
め
て
い
る
か
ら
、
長
訓
が
そ
の
弁
説
を
讃
え
ら
れ
た
の
は
天
長
九
年
の
御
斎

（

）

会
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

卒
伝
に
は
経
歴
と
し
て
仁
寿
三
年
（
八
五
三
）
の
僧
正
を
載
せ
る
が
、
律
師

（
承
和
六
年
）・
少
僧
都
（
承
和
十
四
年
）・
大
僧
都
（
仁
寿
元
年
）
な
ど
の
補
任

（

）

の
こ
と
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
か
わ
り
に
②
の
延
祥
の
卒
伝
に
み
え
た

「
稍
転
」
が
仁
寿
三
年
の
僧
正
補
任
の
前
に
書
か
れ
て
い
る
。
卒
伝
に
書
か
れ
て

い
な
い
僧
官
歴
は
こ
の
期
間
に
収
ま
る
か
ら
、「
稍
転
」
で
そ
れ
ら
の
僧
官
歴
を

省
略
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
出
自
・
師
弟
関
係
・
受
戒
年
・
経

歴
・
没
年
齢
・
評
論
で
あ
る
。

④
実
敏
（
三
論
宗
・
西
大
寺
）
…
…
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
九
月
癸
卯
（
三
日
）

大
僧
都
伝
灯
大
法
師
位
実
敏
卒
、
実
敏
、
俗
姓
物
部
氏
、
尾
張
国
愛
智
郡
人

也
、
初
実
敏
在
レ

孕
時
、
母
夢
見
三

室
中
建
二

三
重
塔
一

、
及
レ

生
眼
有
二

重

瞳
一

、
耳
孔
相
通
、
年
十
三
従
二

伯
父
大
法
師
中
安
一

入
レ

都
、
実
敏
聡
朗
日

倍
、
受
二

持
経
論
一

、
中
安
歎
異
之
、
乃
属
二

律
師
玄
叡
一

、
玄
叡
察
二

其
法

（

）

器
一

、
摩
頂
誨
誘
、
更
従
二

入
唐
大
僧
都
永
忠
一

、
学
二

経
論
所
滞
一

、
二
十
受
二

具
足
戒
一

、
弘
仁
十
年
興
福
寺
維
摩
会
預
レ

席
論
難
、
時
諸
寺
学
業
之
輩
、

聴
二

其
竪
義
一

、
莫
レ

不
二

驚
聳
一

、
承
和
九
年
於
大
極
殿
講
二

最
勝
王
経
一

、
皇

帝
臨
聴
、
実
敏
問
答
警
策
、
脣
舌
紛
紜
、
分
二

决
疑
滞
一

、
毫
毛
必
剖
、
帝
称

歎
久
之
、
明
年
擢
拝
二

律
師
一

、
再
転
為
二

大
僧
都
一

、
卒
時
年
六
十
九
、
夏
臈

五
十
、
実
敏
言
詞
可
レ

羨
、
音
聲
和
美
、
発
願
教
誨
、
聞
者
流
涙
、

実
敏
は
尾
張
国
愛
智
郡
の
物
部
氏
の
出
身
で
、
実
敏
の
母
は
懐
妊
時
に
異
夢
を

見
た
と
い
う
。
実
敏
は
十
三
歳
の
時
に
伯
父
の
中
安
に
し
た
が
っ
て
都
に
上
り
、

（

）

そ
の
後
玄
叡
・
永
忠
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
実
敏
は
二
十
歳
の
時
に
具
足
戒
を
受

け
、
弘
仁
十
年
（
八
一
九
）
の
維
摩
会
に
列
席
し
た
。
承
和
九
年
（
八
四
二
）
の

御
斎
会
で
実
敏
は
問
答
を
し
、
仁
明
天
皇
が
そ
の
様
子
を
賞
賛
し
た
と
い
う
。
そ

（

）

れ
を
う
け
て
承
和
十
年
に
律
師
と
な
り
、
後
に
大
僧
都
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
卒
伝
の

内
容
は
、
出
自
・
異
夢
・
師
弟
関
係
・
受
戒
年
・
経
歴
・
没
年
齢
・
評
論
で
あ

る
。

⑤
光
定
（
天
台
宗
・
延
暦
寺
）
…
…
天
安
二
年
（
八
五
八
）
八
月
戊
戌
（
十
日
）

光
定
の
卒
伝
は
前
章
で
み
た
の
で
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
卒
伝
の
内
容
は
出
自

・
師
弟
関
係
・
受
戒
年
・
経
歴
・
没
年
齢
・
評
論
で
あ
る
。

本
章
で
は
四
人
の
卒
伝
を
み
た
。
そ
の
内
容
は
出
自
・
師
弟
関
係
・
受
戒
・
経

歴
・
没
年
齢
・
評
論
で
あ
る
が
、
経
歴
の
う
ち
の
僧
官
歴
は
記
さ
れ
る
が
、
僧
位

や
そ
の
叙
位
時
期
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
章
を
改
め
て
『
文

徳
実
録
』
の
僧
侶
の
伝
記
の
書
式
・
掲
載
基
準
な
ど
を
考
え
た
い
。

五
『
文
徳
実
録
』
掲
載
の
僧
侶
の
卒
伝

改
め
て
『
文
徳
実
録
』
に
卒
伝
が
掲
載
さ
れ
た
僧
侶
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
道
雄
…
…
権
少
僧
都
・
伝
灯
大
法
師
位
・
華
厳
宗
・
海
印
寺

②
延
祥
…
…
僧
正
・
伝
灯
大
法
師
位
・
法
相
宗
・
元
興
寺

③
長
訓
…
…
僧
正
・
伝
灯
大
法
師
位
・
法
相
宗
・
興
福
寺

④
実
敏
…
…
大
僧
都
・
伝
灯
大
法
師
位
・
三
論
宗
・
西
大
寺

⑤
光
定
…
…
内
供
奉
十
禅
師
・
伝
灯
大
法
師
位
・
天
台
宗
・
延
暦
寺

以
下
、
僧
侶
の
卒
伝
の
書
式
・
掲
載
基
準
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
ま
ず
書
式

か
ら
み
る
と
、
次
の
二
つ
の
形
式
が
確
認
さ
れ
る
。
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ⓐ
僧
官
な
ど
＋
僧
位
（
伝
灯
大
法
師
位
）＋
人
名
＋
卒
…
…
①
道
雄
（
権
少
僧

都
）・
④
実
敏
（
大
僧
都
）・
⑤
光
定
（
内
供
奉
十
禅
師
）

ⓑ
僧
官
＋
人
名
＋
僧
位
（
大
法
師
）＋
卒
…
…
②
延
祥
（
僧
正
）・
③
長
訓
（
僧

正
）

二
つ
の
型
式
が
存
在
す
る
理
由
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
ま
ず

僧
官
歴
が
考
え
ら
れ
る
。
ⓑ
の
型
式
の
延
祥
・
長
訓
は
僧
正
で
、
ⓐ
の
型
式
の
三

人
は
僧
都
な
ど
で
あ
り
、
任
ぜ
ら
れ
た
僧
官
の
違
い
に
よ
る
可
能
性
が
あ
る
。
次

に
考
え
ら
れ
る
の
は
、『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
過
程
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に

『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
時
期
は
二
期
あ
り
、
卒
伝
に
二
つ
の
書
式
が
み
え
る
の
は

（

）

編
纂
過
程
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
を
可
と
す
べ
き
か
判

断
を
決
め
か
ね
る
た
め
、
二
つ
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。

次
に
掲
載
基
準
を
検
討
す
る
。『
文
徳
実
録
』
の
一
つ
前
の
国
史
で
あ
る
『
続

日
本
後
紀
』
に
掲
載
さ
れ
た
僧
侶
の
卒
伝
は
、
伝
灯
大
法
師
位
を
帯
す
る
者
か
ら

（

）

選
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
改
め
て
五
人
の
僧
位
を
み
る
と
、
全

員
が
「
伝
灯
大
法
師
位
」
を
帯
し
て
い
る
。
次
に
『
続
日
本
後
紀
』
と
同
様
に

「
伝
灯
大
法
師
位
」
を
帯
し
て
い
る
僧
侶
か
ら
の
選
定
が
行
わ
れ
た
の
か
を
確
認

す
る
た
め
に
、『
僧
綱
補
任
』
か
ら
『
文
徳
実
録
』
の
収
録
期
間
に
入
滅
し
た
他

の
僧
侶
を
抜
き
出
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑥
泰
景
…
…
僧
正
・
伝
灯
大
法
師
位
・
修
行
者
・
東
大
寺
【
仁
寿
元
年
（
八
五

一
）
三
月
二
十
三
日
没
】

⑦
円
明
…
…
律
師
・
伝
灯
大
法
師
位
・
真
言
宗
・
東
大
寺
【
仁
寿
元
年
も
し
く

は
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
没
】

⑧
安
戒
…
…
律
師
・
伝
灯
大
法
師
位
・
法
相
宗
・
元
興
寺
【
仁
寿
三
年
（
八
五

三
）
没
？
】

⑨
寿
教
…
…
律
師
・
律
宗
・
所
属
寺
院
不
明
。【
仁
寿
三
年
没
？
】

寿
教
は
不
明
で
あ
る
が
、
残
り
三
名
は
伝
灯
大
法
師
位
を
有
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
『
文
徳
実
録
』
に
は
伝
灯
大
法
師
位
を
帯
す
る
僧
侶
全
員
の
卒
伝
を
掲

載
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
『
文
徳
実
録
』
掲
載
の
五
人
の
僧
侶

は
伝
灯
大
法
師
位
を
帯
す
る
者
か
ら
選
定
さ
れ
た
も
の
で
、『
続
日
本
後
紀
』
の

掲
載
方
針
を
継
受
し
て
い
る
が
、
異
な
る
点
も
あ
る
。
僧
侶
の
僧
官
歴
の
有
無
で

あ
る
。『
続
日
本
後
紀
』
で
は
卒
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
僧
侶
八
人
の
う
ち
僧
官

（

）

歴
を
有
す
る
の
は
四
人
で
あ
る
の
に
対
し
、『
文
徳
実
録
』
で
は
五
人
の
う
ち
光

定
を
除
く
四
人
が
僧
都
以
上
の
僧
官
歴
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
『
文
徳

実
録
』
の
僧
侶
の
卒
伝
掲
載
基
準
は
、
伝
灯
大
法
師
位
を
帯
し
て
僧
都
以
上
の
僧

（

）

官
歴
を
有
す
る
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

掲
載
基
準
を
そ
の
よ
う
に
考
え
た
場
合
、
問
題
と
な
る
の
が
泰
景
と
光
定
で
あ

る
。
ま
ず
泰
景
か
ら
考
え
よ
う
。
泰
景
は
東
大
寺
僧
で
伝
灯
大
法
師
位
を
帯
し
、

（

）

律
師
・
大
僧
都
・
僧
正
を
務
め
て
お
り
、
先
の
掲
載
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。
た

だ
泰
景
に
つ
い
て
は
以
上
の
こ
と
が
伝
わ
る
の
み
で
、
彼
の
出
自
や
師
弟
関
係
な

（

）

ど
は
不
明
で
、『
僧
綱
補
任
』
承
和
二
年
条
に
は
「
修
行
者
」
と
の
記
述
が
あ
る
。

彼
の
卒
伝
が
『
文
徳
実
録
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
遺
弟
ら
の
怠
慢
も
し

く
は
寺
家
で
泰
景
の
伝
記
を
作
成
で
き
る
者
が
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
国
史
所
に
提

（

）

出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
と
推
測
す
る
。

次
に
光
定
で
あ
る
が
、
当
時
天
台
僧
が
僧
綱
に
列
す
る
こ
と
は
な
く
、
天
台
僧

（

）

が
僧
綱
に
列
す
る
の
は
元
慶
三
年
（
八
七
九
）
の
遍
昭
、
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）

（

）

十
二
月
の
円
珍
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
光
定
が
僧
官
歴
を
有
し
て
い

な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
一
方
『
続
日
本
後
紀
』
と
『
日
本
三
代
実
録
』
に
卒
伝

（

）

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
天
台
僧
は
い
ず
れ
も
「
天
台
座
主
」
を
務
め
て
お
り
、
天
台
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僧
の
場
合
は
「
天
台
座
主
」
の
補
任
歴
が
掲
載
基
準
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（

）

た
だ
光
定
は
「
別
当
」
に
は
任
ぜ
ら
れ
た
が
、「
天
台
座
主
」
に
は
任
ぜ
ら
れ
て

い
な
い
。
そ
れ
で
も
『
文
徳
実
録
』
に
光
定
の
卒
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

第
二
章
で
み
た
寺
家
で
作
成
さ
れ
た
『
行
状
』
が
「
別
当
所
」
に
提
出
さ
れ
た
こ

と
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

『
行
状
』
は
二
通
作
成
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
通
が
別
当
所
に
送
ら
れ
た
が
、

別
当
所
と
は
俗
別
当
の
所
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
俗
別
当
が
『
文
徳
実
録
』

（

）

（

）

の
編
者
の
藤
原
基
経
で
、
天
台
座
主
は
円
珍
で
あ
り
、
両
者
は
良
好
な
関
係
を
築

い
て
い
た
こ
と
が
し
ら
れ
る
。
例
え
ば
円
珍
は
基
経
の
求
め
に
応
じ
て
自
身
が
撰

し
た
『
比
叡
山
延
暦
寺
元
初
祖
師
行
業
記
』
を
「
別
当
所
」
の
基
経
に
送
付
し
た

（

）

（

）

り
、
ま
た
円
珍
は
基
経
の
依
頼
を
受
け
て
光
孝
天
皇
の
病
気
を
平
癒
し
て
い
る
。

基
経
と
円
珍
の
関
係
に
に
つ
い
て
、
岡
野
浩
二
氏
は
基
経
が
俗
別
当
を
介
し
て
天

台
宗
と
密
接
な
関
係
を
有
し
、
一
方
の
円
珍
も
そ
の
個
人
的
な
関
係
を
利
用
し
て

（

）

天
台
宗
の
勢
力
拡
大
を
図
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
光
定
と
円
珍
と
の
関
係
で
あ
る
。
円
珍
に
入
唐

の
許
可
が
降
り
な
か
っ
た
際
に
光
定
は
そ
の
許
可
を
求
め
て
奏
上
し
て
力
を
尽
く

（

）

し
て
い
る
。
帰
国
後
円
珍
が
比
叡
山
に
戻
り
最
澄
の
霊
に
拝
し
た
次
に
光
定
の
墳

（

）

墓
を
訪
れ
た
の
は
そ
の
恩
に
謝
す
た
め
で
あ
ろ
う
。
円
珍
の
遺
戒
で
あ
る
「
制
戒

文
」
に
は
「
一
、
余
之
住
持
、
拠
二

故
別
当
大
師
扶
持
一

之
、
是
故
手
下
同
法
、

（

）

莫
レ

失
二

其
恩
一

、
必
存
二

水
父
□
一

」
と
あ
り
、
現
在
の
自
分
が
あ
る
の
は
別
当
大

師
光
定
の
扶
け
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
こ
と
を
ゆ
め
ゆ
め
忘
れ
る
な
と
伝
え
遺
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
加
え
て
小
山
田
和
夫
氏
は
円
珍
が
師
の
義
真
没
後
の
天
台
教

団
内
の
抗
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
棲
山
一
紀
の
修
行
に
入
る
こ
と
が
で

（

）

き
た
の
は
光
定
の
力
添
え
と
庇
護
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

円
珍
に
と
っ
て
光
定
は
恩
人
で
あ
り
、
円
珍
の
光
定
に
対
す
る
思
い
は
終
生
変
わ

る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
方
藤
原
基
経
と
光
定
と
の
関
わ
り
を
示
す
も
の
は
な
い
が
、
基
経
自
身
嵯
峨

・
淳
和
・
仁
明
・
文
徳
の
四
代
の
天
皇
に
仕
え
養
父
の
良
房
と
親
交
の
あ
っ
た
光

定
の
こ
と
は
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
た
基
経
は
光
定
在
世
中
の
仁
寿
年
間
の
山

王
院
の
改
葺
を
は
じ
め
と
し
て
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
に
は
文
徳
天
皇
と
と
も
に

（

）

両
部
潅
頂
を
う
け
た
り
す
る
な
ど
、
天
台
宗
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
光
定
・
円
珍
・
基
経
の
三
人
の
個
人
的
な
関
わ
り
か
ら
『
行
状
』

が
国
史
所
で
は
な
く
別
当
所
に
送
ら
れ
た
意
味
を
考
え
る
と
、
円
珍
が
恩
人
光
定

の
伝
記
を
歴
代
の
座
主
と
同
様
に
国
史
に
載
せ
る
た
め
に
「
別
当
所
」、
編
者
の

基
経
に
そ
の
こ
と
を
依
頼
し
、
寺
家
で
作
成
し
た
『
行
状
』
を
送
付
し
た
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
意
を
う
け
た
編
者
の
基
経
の
指
示
に
よ
り
、『
行
状
』
は

国
史
所
に
送
付
さ
れ
、
編
集
作
業
を
経
て
『
文
徳
実
録
』
に
と
く
に
光
定
の
卒
伝

が
掲
載
さ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。

お

わ

り

に

本
稿
で
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
五
点
に
な
る
。

①
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
貞
観
十
三
年
・
貞
観
十
五
年
の

二
つ
の
意
見
を
出
さ
れ
て
い
る
が
、「
貞
観
十
三
年
」
の
方
が
妥
当
で
あ
る
と

考
え
る
。

②
光
定
卒
伝
に
は
そ
の
も
と
に
な
っ
た
寺
家
で
作
成
さ
れ
た
伝
記
の
『
別
当
和
尚

行
状
』
が
伝
来
し
て
い
る
。
そ
れ
は
寺
家
で
保
管
さ
れ
て
い
る
様
々
な
史
料
を

用
い
て
、
年
譜
形
式
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
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③
国
史
所
の
作
業
は
寺
家
よ
り
提
出
さ
れ
た
伝
記
を
精
査
し
、
朝
廷
内
の
史
料
に

よ
り
確
認
し
、
訂
正
・
追
記
を
行
う
。
個
人
と
天
皇
と
の
つ
な
が
り
を
追
記
す

る
場
合
が
あ
る
。
国
史
所
で
行
わ
れ
る
作
業
は
寺
家
の
伝
記
の
節
略
・
辞
句
の

修
正
で
あ
り
、
大
幅
な
加
筆
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

④
僧
侶
の
卒
伝
の
内
容
は
、
出
自
・
師
弟
関
係
・
受
戒
年
・
経
歴
（
僧
位
・
僧
官

な
ど
）・
没
年
齢
・
評
論
で
あ
る
。
卒
伝
で
は
経
歴
の
う
ち
僧
官
歴
に
つ
い
て

は
記
さ
れ
る
が
、
僧
位
・
そ
の
叙
位
時
期
の
大
半
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。『
文

徳
実
録
』
の
僧
侶
の
伝
記
掲
載
方
針
は
、
ⓐ
伝
灯
大
法
師
位
ⓑ
僧
都
以
上
の
僧

官
歴
を
有
す
る
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
『
行
状
』
は
「
国
史
所
」
で
は
な
く
「
別
当
所
」
に
送
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

頃
の
俗
別
当
は
藤
原
基
経
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
天
台
座
主
円
珍
が
光
定
へ

の
恩
に
対
し
て
俗
別
当
で
編
者
の
基
経
に
光
定
の
伝
記
の
国
史
へ
の
掲
載
を
依

頼
し
、
基
経
の
指
示
の
も
と
で
国
史
所
で
の
作
業
を
経
て
卒
伝
と
し
て
『
文
徳

実
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。

本
稿
で
は
推
測
に
推
測
を
重
ね
た
部
分
が
少
な
く
な
い
が
、『
行
状
』・
光
定
卒

伝
を
中
心
に
寺
家
で
の
伝
記
の
作
成
、
国
史
所
で
の
編
纂
作
業
を
具
体
的
に
論
じ

る
こ
と
は
出
来
た
と
思
う
。
た
だ
こ
れ
は
僧
侶
の
卒
伝
に
言
え
る
こ
と
で
、『
文

徳
実
録
』
掲
載
の
官
人
の
伝
記
全
般
に
言
え
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
課
題
に
し
た

い
と
思
う
。

註（
�
）
坂
本
太
郎
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」（『
六
国
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
〇

年
）
二
八
九
頁

（
�
）
松
崎
英
一
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
」（
皆
川
完
一
・
山
本
信
吉
編
『
国
史
大
系
書

目
解
題
』
下
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）
九
〇
頁
。

（
�
）
『
文
徳
実
録
』
の
僧
侶
の
伝
記
は
全
六
件
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
五
人
と
素
然

（
仁
寿
二
年
一
二
月
辛
巳
条
）
で
あ
る
。
素
然
は
嵯
峨
天
皇
皇
子
の
源
明
の
こ
と

で
あ
る
。
源
明
は
参
議
な
ど
に
任
ぜ
ら
れ
た
人
物
で
そ
の
卒
伝
は
官
人
の
伝
記

で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
僧
侶
の
伝
記
と
し
て
扱
わ
な
い
。

（
�
）
田
山
信
郎
「
解
説

智
証
大
師
関
係
の
文
書
典
籍
│
下
」（『
歴
史
地
理
』
六
一

│
五
、
一
九
三
三
年
）
七
五
頁
。

（
�
）
佐
伯
有
義
「
日
本
文
徳
天
皇
実
録
解
説
」（
佐
伯
有
義
編
『
六
国
史
』
七
、
朝
日

新
聞
社
、
一
九
三
〇
年
）
一
〜
二
頁
。

（
�
）
『
公
卿
補
任
』
貞
観
十
三
年
条
。

（
�
）
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
四
年
八
月
二
十
五
日
条
・
同
十
五
年
正
月
七
日
条
。

（
�
）
『
文
徳
実
録
』
の
編
纂
開
始
時
の
編
者
は
藤
原
基
経
・
南
淵
年
名
・
大
江
音
人
・

善
淵
愛
成
・
都
良
香
・
島
田
良
臣
で
あ
る
。
序
に
南
淵
年
名
は
従
三
位
と
あ
る

が
貞
観
十
三
年
時
点
で
は
正
四
位
下
で
、
従
三
位
に
な
る
の
は
翌
十
四
年
八
月

二
十
五
日
で
あ
る
。
都
良
香
は
貞
観
十
四
年
五
月
に
名
を
言
道
か
ら
良
香
に
改

め
て
お
り
、
貞
観
十
三
年
時
点
で
は
言
道
で
あ
る
。

（
	
）
虎
尾
俊
哉
「
国
史
継
続
撰
修
の
発
議
」（『
古
代
典
籍
文
書
論
考
』
吉
川
弘
文
館
、

一
二
八
頁
。
初
出
は
一
九
六
四
年
）。

（

）
坂
本
太
郎
註
（
�
）
論
文
二
七
六
〜
二
七
八
頁

（

）
藤
原
良
房
が
編
者
と
し
て
関
わ
っ
た
『
続
日
本
後
紀
』
が
奉
進
さ
れ
た
の
は
貞

観
十
一
年
で
、
時
に
良
房
は
六
十
六
歳
で
あ
っ
た
。

（

）
松
崎
英
一
註
（
�
）
論
文
七
四
頁
。

（

）
坂
本
太
郎
註
（
�
）
論
文
二
七
八
頁
。
な
お
坂
本
氏
は
序
の
編
纂
下
命
時
の
官

位
に
つ
い
て
編
纂
下
命
か
ら
少
し
た
っ
た
歴
名
な
ど
を
見
て
官
位
を
書
い
た
か

も
し
れ
な
い
し
、
序
は
菅
原
道
真
が
代
作
し
た
も
の
で
当
事
者
で
な
い
た
め
に

疎
漏
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
も
す
る
。

（

）
園
城
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
別
当
和
尚
行
状
』
に
つ
い
て
、
田
山
氏
は
こ
れ

を
寺
家
に
納
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
す
る
（
田
山
信
郎
註
（
�
）
論
文
七
五

頁
）。
小
山
田
和
夫
氏
は
そ
れ
に
加
え
て
別
当
所
に
進
め
ら
れ
た
も
の
が
国
史
等

の
編
纂
終
了
後
に
返
さ
れ
て
円
珍
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
可
能
性
も
指
摘
す
る

（
小
山
田
和
夫
「
光
定
と
円
珍
」『
智
証
大
師
円
珍
の
研
究
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
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九
九
〇
年
、
二
三
一
頁
。
初
出
は
一
九
八
九
年
）。

（

）
国
史
所
に
つ
い
て
は
、
岩
橋
小
弥
太
「
国
史
と
撰
国
史
所
」（『
上
代
史
籍
の
研

究
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
五
六
年
）・
近
藤
毅
大
「
撰
国
史
所
・
撰
令
所
と

撰
善
言
司
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
三
一
〇
、
一
九
九
七
年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。

（

）
園
城
寺
所
蔵
『
別
当
和
尚
行
状
』
は
巻
首
を
欠
失
し
判
読
し
が
た
い
部
分
が
少

な
く
な
い
。
本
稿
で
は
『
続
群
書
類
従
』
所
収
『
延
暦
寺
内
供
奉
和
尚
行
状
』

（
東
寺
観
智
院
所
蔵
・
応
徳
二
年
書
写
本
）
を
底
本
に
し
、
園
城
寺
所
蔵
『
別
当

和
尚
行
状
』
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
。
な
お
『
別
当
和
尚
行
状
』
に
つ
い
て
は
園

城
寺
編
『
園
城
寺
文
書
』
一
（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
）
の
影
印
・
翻
刻
に
拠

っ
た
。

（

）
『
智
証
大
師
伝
』
跋
文
。

（

）
薗
田
香
融
「
六
国
史
編
纂
の
一
実
景
に
つ
い
て
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
一
│
三
、

一
九
五
四
年
）
七
七
頁
。

（

）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
年
分
度
者
事
、
弘
仁
十
四
年
二
月
二
七
日
太
政
官
符
所

引
。
な
お
『
九
院
仏
閣
抄
』
に
は
「
太
政
官
符
治
部
省
／
応
レ

令
三

天
台
法
花
宗

年
分
度
者
二
人
於
二

比
叡
寺
出
家
一

事
／
弘
仁
十
三
年
六
月
十
一
日
」
と
あ
る
。

（

）
『
天
台
霞
標
』
弘
仁
十
四
年
二
月
二
十
七
日
太
政
官
牒
。

（

）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
経
論
并
法
会
請
僧
事
。

（

）
弘
仁
十
三
年
六
月
十
三
日
太
政
官
符
は
、『
伝
述
一
心
戒
文
』
上
巻
に
「
弘
仁
十

三
年
六
月
四
日
、
大
師
遷
化
、
遷
化
之
一
七
日
後
、
菩
薩
僧
官
符
下
畢
」
と
み

え
る
。

（

）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
年
分
度
者
、
貞
観
十
一
年
二
月
一
日
太
政
官
符
。

（

）
円
珍
に
関
す
る
文
書
は
「
円
珍
関
係
文
書
」
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
円
珍
の
僧
位
な
ど
に
関
す
る
文
書
は
、「
俗
姓
并
僧
位
関
係
」
と
し
て

「
智
証
大
師
関
係
文
書
典
籍
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（

）
「
嵯
峨
天
皇
宸
翰
光
定
戒
牒
」（
文
化
財
保
護
委
員
会
監
修
『
原
色
版
国
宝
』
三
、

毎
日
新
聞
社
、
一
九
七
六
年
）
一
三
三
頁
。

（

）
『
阿
娑
縛
抄
』
巻
一
九
五
、『
明
匠
等
略
伝
』
中
、
別
当
大
師
伝
。

（

）
佐
伯
有
清
『
慈
覚
大
師
伝
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）
一
七
七
〜

一
七
八
頁
。

（

）
『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』
に
は
「
曽
夢
乗
二

大
舸
一

浮
二

巨
海
一

、
仰
見
二

朝

日
初
出
一

、
光
耀
赫
奕
、
将
二

以
レ

手
捉
一レ

之
、
爰
日
更
如
二

飛
箭
一

。
来
入
二

口
中
一

。

覚
後
以
レ

夢
語
二

其
夫
一

、
夫
答
曰
、
此
吉
徴
也
、
当
レ

生
二

賢
子
一

。
無
レ

幾
懐
妊
、

遂
誕
二

和
尚
一

」
と
あ
る
。

（

）
佐
藤
健
太
郎
「『
続
日
本
後
紀
』
掲
載
の
僧
侶
の
伝
記
に
つ
い
て
」（
原
田
正
俊

編
著
『
日
本
古
代
中
世
の
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
』、
関
西
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
四

年
）
三
〇
〇
〜
三
〇
一
頁
。

（

）
『
伝
述
一
心
戒
文
』
上
巻
、
被
最
初
年
分
試
及
弟
聞
伝
宗
旨
文
。

（

）
『
伝
述
一
心
戒
文
』
下
巻
。

（

）
田
山
信
郎
註
（
�
）
論
文
七
五
頁
。
坂
本
太
郎
「
六
国
史
と
伝
記
」（『
日
本
古

代
史
の
基
礎
的
研
究
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
四
年
、
二
九
九
頁
。

初
出
年
は
一
九
六
四
年
）。

（

）
佐
伯
有
清
氏
は
坂
本
氏
の
指
摘
を
も
と
に
『
行
状
』
と
光
定
卒
伝
の
対
比
で
き

る
部
分
を
取
り
上
げ
て
比
較
さ
れ
て
い
る
（
佐
伯
有
清
註
（

）
著
書
、
一
三

七
〜
一
三
八
頁
）。

（

）
『
伝
述
一
心
戒
文
』
上
巻
、
大
皇
御
筆
一
乗
戒
牒
文
。

（

）
天
長
四
年
九
月
の
伊
予
親
王
追
福
法
要
で
は
、
道
雄
は
真
言
僧
と
し
て
列
席
し

て
い
る
（『
性
霊
集
』
巻
六
、
天
長
皇
帝
為
故
中
務
卿
親
王
捨
田
及
道
場
支
具
入

橘
寺
願
文
）。

（

）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
二
、
年
分
度
者
事
、
嘉
祥
四
年
三
月
二
十
二
日
太
政
官
符
。

（

）
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
正
月
甲
寅
条
、
同
十
年
十
一
月
癸
巳
条
、
承
和
十
五

年
（
嘉
祥
元
年
）
九
月
丙
子
条
、『
文
徳
実
録
』
仁
寿
元
年
七
月
丁
亥
条
。

（

）
『
僧
綱
補
任
』
に
「
同
九
年
〈
壬
子
〉
御
斎
会
講
師
長
訓
、
維
摩
会
講
師
義
真

〈
弁
論
泉
涌
道
俗
嘆
息
〉」
と
み
え
る
。

（

）
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
六
年
三
月
乙
未
条
、
承
和
十
四
年
十
二
月
癸
巳
条
、
仁
寿

元
年
七
月
丁
亥
条
。

（

）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
は
二
「
十
」
を
『
類
聚
国
史
』
に
よ
っ
て
二
「
年
」
に

改
め
て
い
る
。『
元
亨
釈
書
』
の
「
甫
二
十
」
や
卒
伝
の
「
年
十
三
」
の
記
述
か

ら
二
「
十
」
が
正
し
く
、「
年
」
に
改
め
る
必
要
は
な
い
。

（

）
実
敏
の
師
弟
関
係
に
つ
い
て
は
諸
書
に
諸
説
あ
り
、『
大
乗
三
論
師
資
伝
』（
八
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八
三
年
以
前
成
立
）
は
実
敏
の
師
を
大
安
寺
僧
の
安
澄
と
す
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
伊
藤
隆
寿
氏
の
研
究
に
詳
し
い
（
伊
藤
隆
寿
「
実
敏
『
二
諦
義
私
記
』

の
本
文
紹
介
（
上
）」（『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
紀
要
』
三
七
、
一
九
七
九
年
、
一

九
五
〜
一
九
九
頁
）。

（

）
『
続
日
本
後
紀
』
嘉
祥
元
年
九
月
丙
子
条
。

（

）
そ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
の
が
『
続
日
本
紀
』
の
国
司
補
任
記
事

の
特
徴
で
あ
る
。
舘
野
和
己
氏
に
よ
る
と
続
日
本
紀
の
国
司
補
任
記
事
に
は
巻

二
十
ま
で
は
五
位
以
上
の
補
任
し
か
収
録
せ
ず
、
巻
二
十
一
以
降
は
五
位
以
上

で
あ
れ
ば
守
に
限
ら
ず
収
録
す
る
と
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
『
続
日
本
紀
』

の
編
纂
過
程
が
関
わ
っ
て
い
る
と
す
る
（
舘
野
和
己
「
続
紀
の
国
司
記
事
の
特

徴
と
問
題
点
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
二
一
三
、
一
九
八
一
年
、
三
三
〜
三
四

頁
）。

（

）
佐
藤
健
太
郎
註
（

）
論
文
三
一
一
〜
三
一
三
頁
。

（

）
『
続
日
本
後
紀
』
に
は
円
澄
（
僧
官
歴
な
し
）・
護
命
（
僧
正
）・
空
海
（
大
僧

都
）・
慈
朝
（
律
師
）・
寿
命
（
僧
官
歴
な
し
）・
守
寵
（
僧
官
歴
な
し
）・
守
印

（
僧
官
歴
な
し
）・
明
福
（
大
僧
都
）
の
八
人
の
僧
侶
の
卒
伝
が
あ
る
。
八
人
全

員
が
伝
灯
大
法
師
位
を
帯
す
が
、
僧
官
歴
を
有
す
る
の
は
そ
の
う
ち
の
四
人
で

あ
る
。

（

）
な
お
次
の
国
史
の
『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
十
一
人
の
僧
侶
の
卒
伝
が
あ
る
が
、

そ
の
う
ち
由
蓮
は
嵯
峨
天
皇
皇
子
源
勝
で
彼
の
卒
伝
は
官
人
の
も
の
で
あ
り
、

実
質
は
十
人
で
あ
る
。
十
人
は
い
ず
れ
も
僧
官
歴
を
有
し
て
い
る
。

（

）
泰
景
は
律
師
（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
三
月
丙
申
条
）・
少
僧
都
（「
円
珍
僧

位
記
」
承
和
四
年
七
月
二
十
二
日
以
前
）・
大
僧
都
（
承
和
七
年
九
月
庚
子
条
）

・
僧
正
（
承
和
七
年
十
一
月
癸
巳
条
）
に
任
ぜ
ら
れ
、
承
和
四
年
七
月
二
十
二

日
以
前
に
は
伝
灯
大
法
師
位
に
叙
さ
れ
て
い
る
。

（

）
『
僧
綱
補
任
』
承
和
二
年
条
に
は
「
泰
景
〈
同
日
任
、
東
大
寺
、
修
行
者
、
尾
張

国
人
、
不
レ

経
二

律
師
一

歟
〉」
と
あ
る
。

（

）
小
山
田
和
夫
氏
は
『
日
本
三
代
実
録
』
を
例
に
あ
げ
て
僧
綱
に
補
任
さ
れ
て
い

た
僧
侶
の
う
ち
、
卒
伝
を
揚
げ
る
べ
く
し
て
揚
げ
て
い
な
い
理
由
と
し
て
①
遺

弟
ら
の
怠
慢
で
伝
記
を
国
史
編
纂
中
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
②
伝

記
を
作
成
し
な
か
っ
た
と
指
摘
す
る
（
小
山
田
和
夫
「『
法
輪
寺
縁
起
』
所
載
道

略
伝
に
つ
い
て
」『
立
正
史
学
』
四
五
、
一
九
七
九
年
、
五
九
・
六
〇
頁
）。

（

）
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
三
年
十
月
二
十
三
日
条
。

（

）
『
扶
桑
略
記
』
寛
平
二
年
十
二
月
二
十
六
日
条
。

（

）
二
代
円
澄
（『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
十
月
壬
寅
条
）・
三
代
円
仁
（『
日
本
三

代
実
録
』
貞
観
六
年
正
月
十
四
日
条
）・
四
代
安
慧
（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観

十
年
四
月
三
日
条
）。
な
お
、
円
澄
の
入
滅
年
月
日
は
『
続
日
本
後
紀
』
の
天
長

十
年
十
月
二
十
日
で
は
な
く
、『
天
台
座
主
記
』
の
承
和
三
年
十
月
二
六
日
が
正

し
い
こ
と
を
薗
田
香
融
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
薗
田
香
融
「
承
和
三
年
の
諸

寺
古
縁
起
」『
日
本
古
代
仏
教
の
伝
来
と
受
容
』、
塙
書
房
、
二
〇
一
六
年
、
三

六
四
〜
三
六
六
頁
。
初
発
表
は
一
九
五
九
年
）。

（

）
『
行
状
』
に
よ
る
と
、
仁
寿
四
年
に
光
定
は
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
同
年
、

光
定
は
文
徳
天
皇
御
願
の
四
王
院
を
建
立
す
る
。
光
定
は
文
徳
天
皇
に
仕
え
、

そ
の
文
徳
天
皇
の
側
近
く
に
は
基
経
も
お
り
、
文
徳
天
皇
を
中
心
に
基
経
と
光

定
と
の
つ
な
が
り
を
見
出
す
こ
と
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

（

）
藤
原
基
経
が
延
暦
寺
俗
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ

の
在
任
期
間
は
明
確
で
は
な
い
。
そ
の
期
間
に
つ
い
て
は
、『
比
叡
山
延
暦
寺
元

初
祖
師
行
業
記
』
跋
文
に
「
寺
別
当
藤
納
言
閣
下
」・「
藤
納
言
即
今
時
太
政
閣

下
」
と
み
え
る
こ
と
か
ら
、
基
経
の
中
・
大
納
言
の
在
任
期
間
（
貞
観
八
年
〜

同
十
四
年
）
を
俗
別
当
在
任
期
間
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
藤
原
冬
嗣
は
左

大
臣
で
俗
別
当
を
つ
と
め
て
お
り
（『
伝
述
一
心
戒
文
』
中
巻
）、
大
臣
で
は
俗

別
当
を
務
め
ら
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
右
大
臣
就
任
以
降
に
基
経
が

俗
別
当
で
あ
っ
た
と
考
え
て
大
過
な
い
と
す
れ
ば
、
円
珍
ら
が
貞
観
十
六
年
に

天
台
僧
を
僧
綱
に
補
任
さ
れ
る
こ
と
を
請
う
奏
状
（『
園
城
寺
文
書
』「
貞
観
十

六
年
十
二
月
二
十
五
日
延
暦
寺
牒
案
」）
を
別
当
所
に
送
付
し
て
い
る
こ
と
も
、

基
経
に
そ
の
こ
と
を
求
め
た
と
す
れ
ば
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（

）
『
天
台
座
主
記
』
巻
一
、
第
五
少
僧
都
円
珍
和
尚
条
。

（

）
『
比
叡
山
延
暦
寺
元
初
祖
師
行
業
記
』
跋
文

（

）
『
天
台
宗
延
暦
寺
座
主
円
珍
伝
』

（

）
岡
野
浩
二
「
延
暦
俗
別
当
と
天
台
座
主
」（『
駒
沢
史
学
』
三
三
、
一
九
八
五
年
、
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一
〇
三
〜
一
〇
四
頁
）。

（

）
『
園
城
寺
文
書
』「
唐
大
中
十
二
年
閏
二
月
日
僧
円
珍
牒
」。

（

）
『
行
歴
抄
』
天
安
三
年
正
月
二
十
三
日
条
。

（

）
『
園
城
寺
文
書
』「
仁
和
肆
年
拾
月
十
七
日
制
戒
文
」。

（

）
小
山
田
和
夫
註
（

）
論
文
二
三
一
〜
二
三
二
頁
。

（

）
『
九
院
仏
閣
抄
』・『
慈
覚
大
師
伝
』。

（
関
西
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）
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